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1.内径 15cmϕの管の末端にノズルを付けて水を直径 5cmϕの噴流として大気中に噴出させてい

る。管内の流速が 5m/sのとき、管壁の圧力（ゲージ）はいくらか。また流れがノズルにおよぼ

す力を求めよ。

2. 図に示すように幅 1.2mの管路に二次元の物体が置かれている。上流の速度は一定出 4.5m/s

であり後流では図に示すような分布をしている。物体の抵抗を測定したところ単位長さ当たり

225kgあった。上下流での圧力は断面内一定としてそれらの圧力差を求めよ。

3.図に示すように二つの同心回転円筒シリンダーのすきまに液体を入れ、外側の円筒を回転さ

せて液体の粘性係数を測定することができる。粘性係数が次の式でしめされることを証明せよ。

µ =
2abM

πr21ω(4r2bh+ r21a)

ただし、Mは回転モーメント,ω は角速度。a,b内での速度は直線的とする。
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